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(2)栗源の空間分布
震源問の軽離 rがRより大きくなる確率をP tr≦R)とすると

P rr≦R)∝兄~一

となる｡

(3)地震の発生時刻 の分布
地震発生時刻の 2点相関がペ き分布 を示す｡

芸Tcl7%,),雪8(讐聖書ミこ苧警bLi慧鮎 至急葺琵警 冒 )t 去i票誓雲㌫慧崇享.8確率

C(t)-<crt)c rt十七')>∝t'∫

また､地震の時間分布 に関す る最 もポ ピュラーな関す る経験則 として は余震 につ
いて知 られてい る大森公式 が あげ られ る｡これは本震 の後 の余震 の発生頻度が時
間の-1乗で減衰す るとい う ものであ る｡
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(5 )地震 の発生時刻の相関関数を
C rt')-<C (tJcrt十七')>

と定義す る｡ ここで､C(t)_は時刻tに地震が発生す る確率で､<->は
平均 を表す｡
この相関関数 の分布を図5に示す｡
ここで も (a)モデルと くb)現実の地震のデー タが非常によくあうことが分か
る｡

図 5 地責の時間分布

(a):蒜 芸芸芸 芸 る イベ ントの発生 くb):霊北 日本の地震の発生時刻の分
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